
　

創
立
10
年
目
を
迎
え
る
広
島
県
立
広

島
中
学
・
高
校
は
、
併
設
型
の
公
立
中
高

一
貫
教
育
校
だ
。
学
力
向
上
や
進
路
指
導

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
県
下
の
公
立
校
に
波
及

さ
せ
る
使
命
を
担
う
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ス

ク
ー
ル
で
も
あ
る
。
進
路
指
導
主
事
の
小お

笠が
さ

原は
ら

成
章
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
教
わ
っ
た
こ
と
を
素
直
に
受
け
止
め

て
覚
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
主
体
的
に
課

題
を
発
見
し
、
解
決
し
て
、
自
分
を
含
む

社
会
を
豊
か
に
出
来
る
生
徒
を
育
て
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
校
に
は
元
々
、
考

え
る
こ
と
や
表
現
す
る
こ
と
が
好
き
な
、

力
の
あ
る
生
徒
が
多
く
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
適
切

な
指
導
に
よ
り
、
個
々
の
力
を
更
に
伸
ば

し
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
自
ら
学
べ
る
よ

う
な
、
自
律
的
な
学
習
者
を
育
て
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

　

高
倍
率
の
中
学
校
入
試
を
勝
ち
抜
い
て

き
た
潜
在
能
力
の
高
い
生
徒
が
集
ま
る
同

校
だ
が
、
中
学
校
の
入
試
は
学
力
検
査
で

は
な
く
、
適
性
検
査
で
行
う
こ
と
も
あ
り
、

入
学
時
の
教
科
学
力
は
多
様
だ
。
更
に
、

学
年
に
よ
っ
て
学
力
層
の
分
布
も
大
き
く

異
な
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
毎
年
、
一

律
の
指
導
で
は
な
く
、
各
学
年
の
課
題
に

応
じ
た
指
導
の
工
夫
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

学
び
方
の
面
で
は
、
中
学
校
か
ら
高
校

へ
の
転
換
が
う
ま
く
出
来
て
い
な
い
生
徒

も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
１
学
年
担
任

の
福
本
洋
二
先
生
は
指
摘
す
る
。

　
「
中
学
校
と
高
校
で
は
学
習
方
法
に
違

い
が
あ
り
ま
す
。
本
校
に
入
学
し
て
く
る

生
徒
は
、
意
欲
や
表
現
力
な
ど
の
面
で

優
れ
た
生
徒
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
に

頼
っ
て
基
本
を
あ
い
ま
い
に
す
る
と
学
力

は
伸
び
ま
せ
ん
。『
高
校
生
に
す
る
』
指

導
が
必
要
で
す
」

　

潜
在
能
力
は
高
い
も
の
の
、
生
徒
間
の

学
力
差
が
あ
り
、
学
年
ご
と
の
個
性
も
さ

ま
ざ
ま
。
こ
の
よ
う
な
中
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
を
更
に
高
み
へ
と
伸
ば
そ
う
と
す
る

同
校
は
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

広
島
県
立
広
島
中
学
・
高
校

◎
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
、
県
下
初
の
併
設
型
県

立
中
高
一
貫
教
育
校
と
し
て
開
校
。
校
訓
を
「
高
い

知
性
・
豊
か
な
感
性
・
強
い
意
志
」
と
定
め
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。

◎
形
態
／
全
日
制
、
普
通
科
、
共
学

◎
生
徒
数
／
１
学
年
約
２
４
０
人

◎
13
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
に
は
東
京
大
、
京
都
大
、
広
島
大
な
ど
に

１
７
６
人
が
合
格
。
私
立
大
に
は
早
稲
田
大
、
同
志

社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
４
６
６
人
が
合
格
。

◎
住
所
／
広
島
県
東
広
島
市
高
屋
町
中
島
31
ー
７

◎
電
話
／
０
８
２
ー
４
９
１
ー
０
２
７
０

◎
Ｕ
Ｒ
Ｌ
／http://w

w
w
.hcyuko.hiroshim

a-c.
ed.jp/

広
島
県
立
広
島
中
学
・
高
校

知
的
好
奇
心
を
高
め
る
授
業
と

気
付
か
せ
る
指
導
で
志
望
に
挑
む
生
徒
を
育
成

広
島
県
立
広
島
中
学
・
高
校
は
、
毎
年
、
国
公
立
大
に
数
多
く
の
生
徒
が
合
格
す
る
県
内
屈
指
の
進
学
校
だ
。

夢
の
実
現
の
た
め
に
自
ら
学
び
に
向
か
う
生
徒
を
育
む
た
め
、
知
的
好
奇
心
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
に
加
え
、

客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
生
徒
自
ら
が
気
付
き
、
行
動
す
る
た
め
の
支
援
を
実
践
し
て
い
る
。

潜
在
能
力
の
高
い
生
徒
が

夢
の
実
現
へ
と
自
ら
学
ぶ
よ
う
に

学
校
事
例
●1
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特
集　

学
力
多
層
化
を
踏
ま
え
て
考
え
る
主
体
性
の
育
成

　

生
徒
が
主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
た
め

に
教
師
が
最
も
意
識
し
て
い
る
の
が
、
知

的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
授
業
の
実
践
だ
。

指
導
教
諭
の
三
谷
弘
子
先
生
は
、「
本
校

の
生
徒
の
多
く
は
、
基
本
的
な
学
習
習
慣

や
学
び
方
は
身
に
付
い
て
い
ま
す
。
更
に
、

主
体
的
な
学
び
に
向
か
わ
せ
る
た
め
に

は
、『
テ
ス
ト
に
出
る
か
ら
覚
え
な
さ
い
』

と
い
う
指
導
で
は
な
く
、
生
徒
が
面
白
い

と
感
じ
る
授
業
を
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
知

的
好
奇
心
を
喚
起
す
る
内
容
を
提
示
し
、

学
び
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

こ
う
し
た
授
業
を
行
う
た
め
、
同
校
で

は
全
教
師
の
授
業
公
開
や
「
授
業
改
善
理

論
研
修
会
」
を
行
い
、
組
織
的
に
指
導
力

向
上
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒
へ
の

授
業
満
足
度
調
査
を
７
月
、
12
月
の
年
２

回
実
施
。
聞
き
取
り
調
査
も
行
う
こ
の
調

査
は
、
授
業
を
共
に
つ
く
り
上
げ
て
い
く

上
で
の
重
要
な
参
考
資
料
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。
結
果
は
教
務
部
が
分
析
し
、

そ
の
内
容
を
授
業
改
善
理
論
研
修
会
で
公

表
し
た
後
、
各
教
科
会
に
分
か
れ
て
課
題

の
改
善
策
を
話
し
合
う
。
例
え
ば
、
数
学

で
は
、
他
教
科
に
比
べ
て
「
話
し
合
い

活
動
が
少
な
い
」
と
い
う
生
徒
の
声
が
多

か
っ
た
た
め
、
１
年
生
の
課
題
学
習
の
時

間
に
、
生
徒
が
意
見
を
発
表
し
合
う
グ

ル
ー
プ
活
動
を
取
り
入
れ
た
。
１
学
年
主

任
で
数
学
担
当
の
前
田
秀
幸
先
生
は
、「
か

つ
て
の
よ
う
に
、
黒
板
を
使
っ
て
難
し
い

問
題
の
効
率
的
な
解
き
方
を
教
え
る
だ
け

で
は
、
生
徒
は
満
足
し
ま
せ
ん
。
私
た
ち

教
師
が
意
識
を
変
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
」
と
述
べ
る
。

　

ま
た
、
経
験
の
浅
い
教
師
の
授
業
が
生

徒
か
ら
低
い
評
価
を
受
け
た
場
合
は
、
教

科
主
任
と
面
談
を
行
い
、
改
善
策
を
話
し

合
う
。
更
に
、
同
じ
担
当
教
科
の
教
師
が

授
業
を
参
観
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
体
制
が
と
ら
れ
る
。

教
科
や
学
年
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
学
年

全
体
、
教
科
全
体
で
指
導
力
を
向
上
さ
せ

よ
う
と
す
る
意
識
が
質
の
高
い
授
業
づ
く

り
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
授
業
な
の
か
。

２
学
年
主
任
で
生
物
担
当
の
森も

り

棟む
ね

尚
先
生

は
、
学
力
層
に
応
じ
て
発
問
の
仕
方
を
変

え
な
が
ら
知
識
と
思
考
力
を
育
む
と
話
す
。

　
「
例
え
ば
、
浸
透
圧
を
教
え
る
際
、
生

物
が
苦
手
な
生
徒
に
は
ま
ず
浸
透
圧
に
つ

い
て
説
明
し
、『
台
風
の
後
に
稲
が
枯
れ

る
の
は
浸
透
圧
の
知
識
で
説
明
で
き
る
』

と
話
し
て
、
実
生
活
と
の
結
び
付
き
を
実

感
さ
せ
ま
す
。
一
方
、
生
物
が
得
意
な
生

徒
に
は
、
台
風
の
後
に
稲
が
枯
れ
る
の
は

な
ぜ
か
を
ま
ず
問
い
ま
す
。
教
師
は
答
え

を
言
わ
ず
、
生
徒
か
ら
出
て
き
た
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
、
共
に
考
え
る
過
程
を
通
し

て
、
彼
ら
の
中
で
知
識
と
し
て
つ
な
が
っ

て
い
く
よ
う
な
展
開
を
意
識
し
ま
す
」

　

三
谷
先
生
は
、
基
礎
・
基
本
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
強
調
す
る
。

　
「
近
年
、『
受
験
勉
強
が
面
白
い
』
と
言

う
生
徒
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
努
力
を
地

道
に
続
け
、
基
礎
的
な
知
識
が
身
に
付
い

て
い
る
生
徒
ほ
ど
、
そ
う
し
た
傾
向
が
見

広
島
県
立
広
島
中
学
・
高
校

三
谷
弘
子
　み
た
に
・
ひ
ろ
こ

教
職
歴
29
年
。同
校
赴
任
歴
５
年
目
。指

導
教
諭
。教
務
部
。「
笑
顔
と
感
謝
。
そ

し
て
、
生
徒
の
可
能
性
は
無
限
大
」

広
島
県
立
広
島
中
学
・
高
校

前
田
秀
幸
　ま
え
だ
・
ひ
で
ゆ
き

教
職
歴
26
年
。同
校
赴
任
歴
８
年
目
。
１

学
年
主
任
。「
生
徒
の
見
本
と
な
る
た
め

に
、
自
分
も
挑
戦
し
続
け
た
い
」

広
島
県
立
広
島
中
学
・
高
校

森
棟
尚
　も
り
む
ね
・
た
か
し

教
職
歴
25
年
。
同
校
赴
任
歴
５
年
目
。
２

学
年
主
任
。「『
生
命
の
尊
さ
と
は
か
な
さ
』

を
伝
え
た
い
」

広
島
県
立
広
島
中
学
・
高
校

松
本
雅
樹
　ま
つ
も
と
・
ま
さ
き

教
職
歴
28
年
。
同
校
赴
任
歴
10
年
目
。
３

学
年
主
任
。「
ど
ん
な
時
も
生
徒
と
学
年

団
の
成
熟
・
成
長
を
信
じ
る
」

広
島
県
立
広
島
中
学
・
高
校

小
笠
原
成
章
　お
が
さ
は
ら
・
し
げ
あ
き

教
職
歴
24
年
。同
校
赴
任
歴
４
年
目
。進

路
指
導
主
事
。「
物
事
の
本
質
的
な
成
り

立
ち
を
生
徒
と
一
緒
に
探
り
た
い
」

広
島
県
立
広
島
中
学
・
高
校

福
本
洋
二
　ふ
く
も
と
・
よ
う
じ

教
職
歴
23
年
。
同
校
赴
任
歴
１
年
目
。
１

学
年
担
任
。「
可
能
性
を
信
じ
、
試
行
錯

誤
し
、
共
に
努
力
を
す
る
」

高
い
水
準
の
授
業
を
つ
く
る

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

知
的
好
奇
心
の
根
幹
に
あ
る

基
礎
・
基
本
の
充
実

ポ
イ
ン
ト

知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
、

知
識
と
思
考
を
深
め
る
授
業

1
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ら
れ
ま
す
。
基
礎
・
基
本
の
知
識
が
定
着

し
、
思
考
力
や
判
断
力
が
身
に
付
い
て
く

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
頭
の
中
で
そ
れ
ら
が

体
系
的
に
結
び
付
き
、
授
業
を
面
白
い
と

感
じ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
し
ょ
う
」

　

更
に
、
３
学
年
主
任
の
松
本
雅
樹
先
生

も
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

　
「
担
当
教
科
の
物
理
の
授
業
で
は
、
例

え
ば
、
生
徒
に
電
車
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
パ

ン
ト
マ
イ
ム
を
さ
せ
、
慣
性
を
体
感
さ
せ

て
興
味
・
関
心
を
喚
起
す
る
よ
う
な
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
事

象
の
根
拠
は
、
全
て
教
科
書
に
載
っ
て
い

ま
す
。
生
徒
の
好
奇
心
を
刺
激
す
る
こ
と

は
大
切
で
す
が
、
そ
れ
は
表
面
的
な
面
白

さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
科
書
に
書
か
れ

て
い
る
体
系
的
な
知
識
と
結
び
付
け
て
学

び
を
広
げ
る
こ
と
が
出
来
る
生
徒
た
ち
だ

か
ら
こ
そ
、
知
的
好
奇
心
を
高
め
る
こ
と

が
主
体
的
な
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
」

　

同
校
が
も
う
１
つ
重
視
す
る
の
は
、
客

観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
生
徒
把
握
と
そ

れ
に
応
じ
た
指
導
だ
。
生
徒
把
握
の
重
要

な
ツ
ー
ル
の
１
つ
は
模
試
デ
ー
タ
。
同
校

で
は
、
志
望
校
、
模
試
の
結
果
、
校
内
順

位
な
ど
を
Ａ
４
判
１
枚
に
凝
縮
し
た
「
個

人
カ
ル
テ
」
を
生
徒
１
人
ず
つ
作
成
し
、

生
徒
と
も
共
有
し
、
面
談
や
志
望
校
検
討

会
の
資
料
な
ど
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　

集
団
の
良
さ
も
最
大
限
に
活
用
す
る
。

全
学
年
で
志
望
校
別
の
集
会
を
行
う
他
、

現
２
年
生
で
は
１
年
生
時
に
ス
タ
デ
ィ
ー

サ
ポ
ー
ト
の
結
果
を
用
い
た
「
領
域
別
集

会
」
を
実
施
し
た
。
生
徒
を
学
力
と
学
習

習
慣
の
バ
ラ
ン
ス
に
応
じ
て
４
領
域
に
分

け
（
図
１
）、
学
習
し
て
い
る
が
成
績
が

伸
び
悩
む
生
徒
に
は
、
成
果
が
出
る
に
は

時
間
が
掛
か
る
こ
と
と
共
に
、
効
果
的
な

自
宅
学
習
の
方
法
を
伝
え
る
な
ど
、
各
領

域
の
課
題
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
。

　
「
現
２
年
生
は
１
年
生
の
時
か
ら
学
力

の
二
極
化
が
課
題
で
し
た
。
日
頃
か
ら
ク

ラ
ス
担
任
や
教
科
担
任
を
通
じ
て
学
習
へ

の
意
識
付
け
を
し
た
と
こ
ろ
、生
徒
に
『
自

分
の
課
題
に
応
じ
た
今
後
の
具
体
的
な
指

針
が
欲
し
い
』
と
い
う
思
い
が
生
じ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
仲

間
を
集
め
、
学
力
と
学
習
習
慣
の
状
況
に

応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。
ラ
イ

バ
ル
は
校
内
に
い
る
の
で
は
な
く
、
目
指

す
べ
き
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
と
い
う
視

点
か
ら
話
し
た
こ
と
も
あ
り
、
集
会
後
に

生
徒
た
ち
で
学
習
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
動

き
も
出
ま
し
た
」（
森
棟
先
生
）

　

模
試
で
は
、
デ
ー
タ
活
用
だ
け
で
な

く
、「
模
試
誤
答
ノ
ー
ト
」
の
運
用
に
よ
り
、

苦
手
分
野
の
克
服
に
結
び
付
け

て
き
た
が
、
今
後
は
事
前
指

導
に
も
力
を
入
れ
る
考
え
だ
。

２
０
１
３
年
度
に
ベ
ネ
ッ
セ
の

「
進
研
模
試
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
（
模
試
デ
ジ
）」
を
導
入
し
、

生
徒
が
自
ら
パ
ソ
コ
ン
上
で
目

標
得
点
の
設
定
か
ら
復
習
ま
で

を
自
律
的
に
行
え
る
シ
ス
テ
ム

を
整
え
た
。
受
験
前
に
は
、
意

識
を
高
め
る
た
め
、
志
望
校
の

登
録
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
目
標

点
を
設
定
さ
せ
た
。
受
験
後
は

自
己
採
点
を
行
わ
せ
、
自
分
の

課
題
を
意
識
し
た
復
習
に
取
り

組
ま
せ
て
い
る
。
教
師
は
、
生

徒
の
志
望
校
、
目
標
点
、
自
己

採
点
の
結
果
や
復
習
の
取
り
組

み
状
況
を
確
認
で
き
、
生
徒
の

様
子
に
応
じ
た
指
導
が
行
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

模
試
デ
ジ
を
統
括
す
る
福
本
先
生
は
、

「
模
試
後
に
、
最
も
多
く
の
生
徒
が
間
違

え
た
部
分
を
中
心
に
事
後
課
題
を
出
す
な

ど
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
事
に

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
模
試
デ

ジ
も
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
は

個
々
の
課
題
に
応
じ
た
復
習
に
自
律
的
に

図１ 学力と学習習慣に応じた４領域の特徴と、生徒へのアドバイス方針

同
じ
悩
み
を
持
つ
生
徒
を

高
め
合
う
仲
間
に
す
る

ポ
イ
ン
ト

客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く

個
々
の
課
題
に
応
じ
た
指
導

2

＊学校資料を基に編集部で作成

Type1　学力◎　学習▲

成績はよいが学習習慣が身に付いていな
い。今後、成績が下降する可能性あり

❶通塾状況、部活状況の確認
❷授業態度・理解度の確認
❸学習習慣の見直し

Type2　学力▲　学習▲

まず学習時間の確保。他の学習阻害要因
をチェックして、成績向上を目指したい

❶部活状況の確認
❷自宅学習状況の確認。無駄をなくす
❸学校生活以外の悩み？

Type3　学力◎　学習◎

しっかりとした学習スタイルが好成績につな
がっている

❶志望校や進路目標の確認
❷進路目標の引き上げ
❸知的好奇心をくすぐる

Type4　学力▲　学習◎

学習習慣は身に付いているが成績が伸び悩
んでいる。自信を失わせないよう指導したい

❶現状否定をしない。時間が掛かることを
教示
❷自宅学習内容の無駄と重複を確認
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特
集　

学
力
多
層
化
を
踏
ま
え
て
考
え
る
主
体
性
の
育
成

取
り
組
め
る
の
で
、
復
習
効
果
が
更
に
高

ま
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

個
別
に
生
徒
と
向
き
合
う
面
談
も
、
同

校
の
指
導
に
欠
か
せ
な
い
。
面
談
は
ほ
ぼ

毎
月
、
学
年
で
決
め
た
テ
ー
マ
で
生
徒
全

員
に
行
う
他
、
ど
の
教
師
も
生
徒
の
悩
み

の
声
を
聞
く
面
談
を
日
常
的
に
行
う
。
同

校
の
面
談
は「
褒
め
て
、励
ま
す
」が
基
本
。

　
「
模
試
の
後
の
面
談
で
は
、
た
と
え
成

績
が
悪
く
て
も
褒
め
る
と
こ
ろ
を
探
し
て

も
ら
う
よ
う
、
先
生
方
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
本
校
の
生
徒
は
、
褒
め
ら
れ
れ
ば
、

か
え
っ
て
自
分
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
探

し
、
何
と
か
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
教
師
が
生
徒
の
弱
点
を
教
え
る

の
は
簡
単
で
す
が
、
生
徒
が
自
ら
気
付
き
、

口
に
す
る
こ
と
で
、
次
の
行
動
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
す
」（
松
本
先
生
）

　

３
年
生
で
は
教
科
担
任
に
よ
る
面
談
も

行
う
。
３
年
生
４
月
は
成
績
が
伸
び
悩
む

生
徒
、
５
、
10
月
は
難
関
大
志
望
者
、
７

月
は
地
方
の
国
公
立
大
志
望
者
を
対
象
と

す
る
。
生
徒
は
自
分
で
必
要
だ
と
考
え
る

教
科
担
任
に
面
談
を
申
し
込
み
、
課
題
を

相
談
す
る
。
教
科
担
任
に
と
っ
て
は
、
担

当
教
科
以
外
の
様
子
が
分
か
る
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
と
前
田
先
生
は
語
る
。

　
「
個
人
カ
ル
テ
を
見
る
と
他
教
科
の
様

子
が
分
か
り
、
教
科
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
生

徒
に
は
『
数
学
は
よ
い
か
ら
英
語
を
勉
強

し
な
さ
い
』
と
い
う
よ
う
に
、
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
た
助
言
も
出
来
ま
す
」

　

学
習
面
で
の
的
確
な
指
導
と
、
い
ろ
い

ろ
な
先
生
か
ら
見
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う

実
感
が
、
生
徒
に
受
験
に
向
か
う
勇
気
を

与
え
る
の
で
あ
る
。

　

３
年
生
の
三
者
面
談
前
に
は
、「
志
望

校
検
討
会
議
」
と
「
進
路
診
断
会
議
」
を

行
い
、
全
生
徒
の
出
願
の
妥
当
性
と
志
望

実
現
の
手
立
て
を
教
師
間
で
共
有
す
る
。

　

志
望
校
検
討
会
議
で
は
、
学
年
会
の
教

師
と
進
路
指
導
主
事
が
生
徒
の
志
望
と
成

績
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
進
路
指
導
方
針
を

検
討
す
る
。
進
路
診
断
会
議
で
は
、
学
年

会
と
進
路
指
導
部
、
管
理
職
と
教
科
担
任

が
一
堂
に
会
し
、
教
科
の
立
場
か
ら
志
望

実
現
に
必
要
な
支
援
方
法
を
検
討
す
る
。

ク
ラ
ス
担
任
は
そ
こ
で
話
し
合
っ
た
結
果

を
持
っ
て
三
者
面
談
に
臨
み
、
生
徒
と
保

護
者
に
具
体
的
な
学
習
方
法
や
志
望
実
現

の
可
能
性
を
伝
え
る
。
３
年
生
の
三
者
面

談
は
１
学
期
末
、
２
学
期
末
、
セ
ン
タ
ー

試
験
後
の
計
３
回
あ
る
が
、
全
て
こ
の
プ

ロ
セ
ス
で
志
望
校
の
検
討
が
行
わ
れ
る
。

出
願
ま
で
は
あ
く
ま
で
第
１
志
望
を
目
指

さ
せ
る
と
、
小
笠
原
先
生
は
言
う
。

　
「
合
格
可
能
性
を
考
え
る
だ
け
で
は
単

な
る
判
定
会
議
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

教
科
担
任
は
志
望
実
現
の
た
め
の
学
習
方

法
を
伝
え
、
担
任
は
そ
れ
を
受
け
て
、
生

徒
が
希
望
を
持
っ
て
受
験
勉
強
に
向
か
え

る
よ
う
な
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
」

　

教
師
の
励
ま
し
に
背
中
を
押
さ
れ
、
主

体
的
に
学
び
に
向
か
い
始
め
る
生
徒
は
多

い
（
図
２
）。
現
３
年
生
で
は
早
朝
の
自

学
自
習
が
盛
ん
で
、
休
日
も
教
室
を
開
放

し
て
自
習
を
奨
励
。「
受
験
勉
強
を
楽
し

む
会
」
を
開
催
し
た
り
、
生
徒
が
作
成
し

た
模
範
解
答
を
配
布
し
生
徒
間
で
共
有
し

た
り
す
る
互
助
活
動
も
活
発
だ
。
今
後
の

課
題
は
東
京
大
・
京
都
大
な
ど
の
最
難
関

大
の
受
験
者
を
増
や
す
こ
と
だ
。

　
「
後
期
日
程
に
も
粘
り
強
く
挑
戦
す
る

生
徒
が
多
い
の
は
本
校
の
特
徴
で
す
が
、

浪
人
し
て
で
も
第
１
志
望
校
を
貫
く
と
い

う
く
ら
い
の
気
概
を
持
つ
生
徒
を
更
に
増

や
し
た
い
。
本
校
の
校
訓
で
も
あ
る
『
強

い
意
志
』
で
志
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
姿
勢

を
育
み
、
生
徒
が
自
信
を
持
っ
て
挑
戦
で

き
る
よ
う
な
支
援
体
制
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
前
田
先
生
）

足
り
な
い
こ
と
は
何
か

生
徒
に
自
ら
気
付
か
せ
る

具
体
的
な
指
針
と
励
ま
し
で

第
１
志
望
を
貫
か
せ
る

ポ
イ
ン
ト

面
談
を
通
じ
て

生
徒
の
自
立
を
支
援

3

図２ 卒業生の体験記

　広島中学・高校で過ごした６年間、私は折にふれて
この学校に来てよかったと思っていました。それは、
この学校が私をさまざまな意味で大きく成長させてく
れたからです。１つには、学習面での成長があります。
この学校でさまざまな授業を受けるうちに、私は学校
での勉強を単なる進路実現の手段としてではなく、学
問という大きなものに近付いていくはじめの一歩とし
て捉え、純粋に楽しむようになりました。この勉強の
捉え方の変化は、県広の個性豊かな、それぞれの教科
への情熱を持たれている先生方の授業を受けられたか
らこそ起きたのだと思います。（後略）

（東京大文科三類１年生の体験談より）
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